
◆今金町の特別支援教育体制より～通常学級における合理的配慮と通級指導体制～

○○小学校○年生のようす≪通常学級○○名・特別支援学級（知的○名、情緒○名、言語○名）：令和○年○月現在≫

通常学級

・この学級は○○名の学級です。

・担任の先生のほか、特別支援教育支援員が○名配置されています。

・この学級では通級指導（右記）を利用している児童が○名います。

保護者の同意のもと、支援員はこの○名の児童を中心に、個別の

教育的ニーズに応じた支援を行います。

また、集団における授業の工夫や

合理的配慮の提供に努めます。

（参考：合理的配慮のイメージ図）

通級指導教室

・通級指導教室は、通常の学級に在籍し、読み書きに時間がか

かったり、友達とのコミュニケーションが上手く取れなかった

りするなど、学習面や生活面でつまずきのある児童生徒を対象

として、個別の課題を改善・克服するため、一人一人の状況に

応じた自立活動（特別支援学校学習指導要領に定める６区分２

７項目から必要とする項目を選定する…環境の把握、人間関係

の形成、コミュニケーションなど）の指導を行います。

・指導形態は、個別の課題に応じて、個別指導や２～３人の少人

数指導などにより週当たり１～８単位時間程度（年間２８０単

位時間以内）行うことができます。

特別支援学級（○○）
・この学級は○年生○名が在籍する学級です。

・週あたり授業時数の半分以上を目安として、この学級で学習しま

す（原則しなければならない）。

・教室のレイアウトは障がい特性に応じた基礎的環境が整備されて

います。例えば、写真（下）にあるとおり、個別に課題に取り組

む仕切られたスペースや課題を共有して過ごすテーブルスペース

の設定など配慮がされています。

柔軟な学び
の場の変更

保護者⇒医療・相談機関提供用


